
あつざSDGsパ ー トナ ー 登録証

菌コぎS D Gs 

合園会社ロコムテ ヽ99萩原AIPS碕究所

SDGsの達ぷに、勺け、厚本市と共に来り紐む

「あつざSDGsパ ー トナ ー」として登録 l ます。

令和6年9月23日

冷社長 ↓、口青肴
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第 3 期あつぎSDGs パートナー登録式 次第

日時 令和 6 年9 月23 日（月）

午前10時30分から

第1部 登録証授与式

1 開会

2 登録証授与

3 記念撮影

4 挨拶

(1)山口 賓裕厚木市長

場所 アミュ ーあつぎ9 階 ホール112

(2) 山下 ゆかり 犀木市地方創生推進プロジェクト実行委員長

5 閉会

第2 部 基調講演 (30分程度）
テーマ：バー トナーシップで広げよう！ SDGs の未来

神奈川工科大学 工学部 応用化学生物学科

教授 高村 岳樹 様

※講演終了後、・質疑応答を予定しています







パー トナ ー シッ
プで広げよう！
SDGsの未来
神奈川工科大学の地域連

携と SDGsの紹介

はなすひと

高村 岳樹（たかむら たけじ）

神奈川工科大学 工学部 応用化学生物学科 教授

教百におけるsocsの実践

SDCS拠点形成に向けた閑境教育プログラム

環境分析が再門
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Sustainable 

Development Goals 
国連が17の相互関連目標を

採択

゜—•、

ロ

oac 
·-

17 Goals 
17つの目標は広範囲にわた

る持続可能な開発

゜
Adopted in 2015 

2030年までにより良く持続
可能な未来を実現する

I SDGsは、より公正で平等な畏かな世界を目指す包括的な枠組みを提供します。 1 

ヘ

I SDGsの歴史 I 
•2001

• 2016ミレニアム開発目標
(MDGs)の制定 SDGs正式発効

•2020
COVll)..19

• 2015
17の持続可能な開発
目標の設定

’ 

SDGサミット

• 2021
2021年から
2030年は行動
の10年

｀＇ 



Days to meet our goal 

2293日13時間30分 The Goal 
｀ 
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| 
SDGsの17の目標 I 

〇貧困をなくす 〇手頃な価格のクリ ー 〇賣任ある消費と生産

〇飢餓ゼロ
ンエネルギ ー

〇気候変動対策
〇働きがいのある人間

3,健康と幸福 ®海の生命らしい仕事と経済成

• 質の高い教育 長 15 陸上の生命

〇男女平等 〇産業、イノベーショ 〇平和、正義、そしてン、インフラ 強力な制度
〇きれいな水と衛生 10 格差の縮小 〇目標達成のためのパ

〇持続可能な都市とコ
ー トナーシップ

ミュニティ

ヘ

"No one should 

be left behind." 
「誰も取り残されるべ

きではない」
ANT6Nl0 (;UlERRES. UNl1EO NATIONS SECRET峨匹EN匹l

アントニオ・グテー レス、 国連琴務総長
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我々の世界を変革する：持続可能な開発のための
2030 アジェンダ

2015 年9 月25 日第70 回国連総会で採択

持続可能な開発を、 経
済、 社会及び環境とい
うその三つの側面にお
いて、 バランスがとれ統
合された形で達成する

口，坪浮，-
! ! ! ! ! ! ! ! l i i i ! ! ! ! l l ! ! !

―

1が 可能f+ (·}スアナLリティ）とは

旺，ll填，1:1全の三つの霞111から好●疇紐こすことで 、

駄たち人霞が鸞棗し縞けられる遭竺の仕組みのこと

・十；・

●渭●
／と含＼

珍 持緩可能性 `[9月し
讀代社食において． 騒鵞，塵嶋，U食はトレードオフこ麟こしやすいU況にある

トレードオフの状況を霞溝し、 褐II可鱚往のH露疇e寓珊しよう

朝日新聞 SDGs アクション https://如,w.asahi.com/sdgs/article/15334056

.、

I 日本のSDGs達成度 I 
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1 
2024年の日本のSDGs達成度 I 
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2024年の日本のSDGs達成度 I 
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I 達成度の低い開発目標
！
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企業や団体、 個人がそれぞれができることから始める。自社のピジネスプロセスの改
吾や製品・サ ーピスの開発など、 自らの活動の中でSOGsに貢献する。

企業や団体、 NPO、大学などが協力し合い、それぞれの強みを活かしながらSDGsに取り
組む。互いに連携することで、より大きな変化を生み出す。

地域のステー クホルダーと協力しながら 、 地域の課題解決に取り組む。 地域コ
ミュニティの中で、SOCSの実現に向けて行動する lょ



! SDGs達成に向けた個々の取り組み I 
•企業の取り組み

企業が自社の事菜活動を通じてSOGsの達成に
貸献するための取り組み◇ 製品・サーピスの開
発、 サプライチェーンの改笞、 従業負の意識向

上など。

•政府の取り組み
政府がSDGsの達成に向けた政策を立案・実
施。法制度の整備、 インフラ投沢、 金融支援策

の導入など◇

へ

NGOの取り組み
NGOがコミュニティーに庄若した活動を通じ
て、 SDGsの課題解決に貨献。 教育、 保社医療、

環境保全などの分野で実践的な支援を展開．

•学の取り組み
あらたなイノベー ションの創出やナレッジの共
存、 教百を通じたSDGs達成への費献．

“ 

パー トナ ー シップでSDGsを達成しよう（例） I
•企業とNPOの協力

企業の経営貸源とNPOの専門性を組み合わせ、

SDGsの課題解決に取り組む。企業がCSRとし
て、 NPOの活動を支援する。

•自治体とコミュニティの連携
地方自治体がコミュニティと連携し、 地域の課
題に合ったS応s施棗を冥施する。 自治体の財
疎支扱とコミュニティの自発性を組み合わせ
る。

•教育機関と企業の産学連携
大学や専門学校が企業と速携し、 SDGs人材育
成プログラムを開発・提供する。企業が新卒採
用や社員教百の場として活用する。

•国際機関と地域社会の協力
国連などの国際機関が地域の課題解決に取り組
む団体をサポー トする。専門性と貧金面での支
扱により、 地域主導のSOGs実現を後押しする。

,. 



L地域からはじめるSDGs I-- -

゜ 食に関する取り組み ® 社会に関する取り組み
地産地消の推進 多文化共生
フ ー ドパンクの設立 高齢者や煕がい者への支援
コミュニテイガ ー デン 地域の歴史・文化の継承

゜ 環境に関する取り組み
傘

教育に関する取り組み
ごみ分別とリサイクル 地域で学ぷ場づくり
再生可能エネルギ ーの導入、 生涯学習の推進
緑化活動 デジタルリテラシ ーの向上

” 

I あつぎSDGsポ ー タルでつながろう
--- --------

゜

゜

3
 

ゼロカ ーボンシティ宣言
2050年まで1こ二ほ化炭累！9出●を実nゼロにすることを
目!8していまず．iii三町覧エネルギーの蓄及促遁、 な工
ネルギーのは遁、 ごみの漏員化・貞淳化、 Z林監儡など
に取り岨んでいます·

あつぎSDGsパー トナー

釦sの遭戌1こ間19た臣り組みを這のる企烹、 団に、 敦E
糟＂などをfぁつざsms／←•トナーJとして登nしを
`”I'の解決に向けた浮沢を茂めています．

まちのコイン「アユモ」
スマー トフォンアプリrま5のコインJそ過じて、 市氏
がS的をおnしるがら，，，内屯頂でお1名なサー ビスを受け
ることがでさます

゜ SDGs学習ボー ドゲ ーム
テどもから大人よで沢しめるのCヴ屯げーム「“"比
応直」の厚木市版を1印圧し、 晉及· !'Ji!活豹：：：iうってい
こす零

〇防災の取り組み
防災1こ'Illする惰的を兌信し-人uとりh屯a汎べ菖ら
せるまらづくりを目指しています．

'6}ネイチャ ーポジティブ宣言
1'1-木の置かな自然を俣全・回復し 、 次也代へII!承てるた
のの取り岨みを行っています

18 
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神奈川工科大学のSDGs連携
I 

卜
プ

0
竺様
学 G

 携連
升0[石 カリキュラム

にSDGs関連科
目を導入

心

企業、 NPO と
の連携

神奈川工科大学は、 組織、 教育、 学生活動の各側面からSOGsの達成に取り組んでいます。
今後もこうした取り組みを継続し、 持続可能な社会の実現に貢献します。
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1嘗
曰畠こ

学生主体のSDGs活動
1. 神奈川工科大学の学生祖織として、 SDGsの実践に取

り組んでいます。
2. 学内外のSDGsOO連活動に参加し、 その内容や感想を

発信していきます。
3.地元企業への見学・意見交換など対面型での活動も

栢極的にすすめています
4. フットワ ークが軽く即応できます。 見学、 意見交換

といった活動を活発に行っております。
5. 災容に備えておくこともSDGsのテ ーマとしてKAIT

SDGs HUBでは取り上げていきます。

21 

ヘ

| 
KAlTSDGSHUBの活動 I----- -

〇水素を発生する微生
物についてのミ ーテ
ィング

〇海洋発雷に関する発
表とミーティング

39 外部のSDGsワ ークシ
ョップヘの参加

4 自動車のカ ー ポンニ
ュ ー トラルについて
のセミナーに参加

〇ぁつぎ市民発電所と
のミ ーティング

〇独立行政法人国際
協力機構JICAとのミ
ーティング

7J神奈川県内広域水道
企業団とのミ ーティ
ング

22 



| 
KAlTSDGSHUBの活動

I 

海老名のインクルージョンフェスでS区;sゲームを実 厚木市企画政策課とSDGsHUB学生とのsocsイベント
施 実施の打ち合わせ

｀ 

23 

1 防災 ・ 災害ケアの取り組み I 

「医療的ケア児における地域の災
拠点（神奈川工科大学）の見学会」協

ヵ

「厚木市陳苔者協類会防災ブロジ
ェクト」大学の避難対応見字・自
己チェックリスト作成・医祖関連

話義の実施

産学官民による防災・災害対策に
係る意見交換会

94 



［ 本学のSDGs 目標に該当する研究者 l - - --
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゜ 5
 

10 15 20 25 30 35 

該当研究者数

研究における連携

厚木市中小企業等SDGs推進事業補助金

O雷賛霜諜品や新技術の開発に助
成

200万＋50万（大学
との産学連携の場
合）

゜ 空き飲料容器類の再汽
源化分別処理を性別、
年齢、 降害者問わず誰
もが従事できるように
し、 働き方を「作業」
から「管理」ヘシフト
チェンジする平業

［産学共同闘発l Ill報
工学科 宮崎

。霊霊翌ょ翡
業廃棄物の削減及びそ
のテスト環境の捐築

【産学共同開発l先辿
技術研究所所長一色

屯環社会と環汲にフラスの影応を与えることがてきるSDGsの達成に山妖する地元中小企笑の取り組みを支位す
るという印木市の取り退み



SDGs活動支援拠点形成に向けた大学発環境教室プロ
グラムの実施

゜ ゜ ゜
SDGs活動支援拠点形成

大字が中心となり、 SOGs冥銭に向けた
活動拠点を形威する取り祖み

環境教室ブログラムの実施
地域住民や字生を対象とした、 ＄凶9遠

成に向けた環境教万ブログラムの開巽と
実溌

多様なステークホルダーの参画
大字、 企藁、行改、NPOなと、臼々なス
テークホルダーが協力して取り相む体制

づくり

大学が中心となり、 SOGsの達成に向けて地域社会と連携しながら 、 教育プログラムの開発
や活動拠点の形成に取り組んでいます。

ヘ

I 市民と官 ・ 学連携シンポジウム I 

砂紐
~’ 

シンぶ9つし
膏ヰ

分棗ユ裕四＂令

？孟号三互：：

釦二ご二
＇

、奮言言•�，；；；吉

/Ji<”如{,e,
～ 

シン斥9?し
鳴X烹とブ9スそ7ク

分苔糞エ疇9"今

園幸言孟話二古

f�冒三
な
し

●

‘
`
 

5"し
miふ

・’
gざ＇

« '
f
 

t
ilぃ

9
,
『

9
Je‘
 

ご．
＂

d5
"

←
}
"”

B
 

r
.
-m�
 

5
.

e”'
 

”

?”
i
 c

 

”9099ス'”n‘``
ピーチワリーン

祖26日（土）心已心
ox9..ヘ999ンド＜一そ・，．Iンピーテ

2S 



I 神奈川工科大学の地域連携 ～パー トナ ー シップ～ 1 
葉

し

＼

日
・
袖

明

JTB 竺

屈麟
g
↑

高

"fl横浜環境デザイン/..... 

神奈川工科大学』i十一— →匹究所
放霞精密加工研

高部金属
、 _,,,.. 

企業版学びあい
出前講座

リサイクルと SDGs

環境学習
バスツアー

,0 



I 明日葉とのパ ー トナー シップ連携 I
---

． b r．ヽ l:
r

明日葉

Iグ
、--電 --"'·,L-

明日葉 SDGsx理科実験教室 SDGsx理科実験教室
エネルギ ー と SDGs マイクロプラチック

からみたSDGs

＂ 

国内SDGs研修(2022, 2023) 
企業のSDGsの取り組みを学ぷ研修

I” ＇� 
神奈ll江科大学 匹 y讚竪P

JTB 神奈川工科大学 放電精密加工研究所 横浜環境デザイン

99 



＇ 

これからのSDGS

I 

2030年に向け
た課題
今はSDGsを推進さ

せる10年

目標達成に向
けた5 つの重
点分野
ジェンダー、 資任
ある生産と消費、

気候変動、 海や山
の生き物の保全

全ての主体の
協働が不可欠
政府、 企業、 市民

社会など、 あらゆ
るステー クホルダ

ーの連携

ユ



SDGsに関する取り組みをご一緒に！

〇盆馨塁内研修の

企業や自治体などとの連
携により 、 SDGsl：：関する
国内研修の受け入れを行
う研修先を求めていま
す。実践的な活動を通し
て参加者にSDGsの理解を
深めていただきます。

〇唸
｀

ぢ誓嗜成
神奈川県内のSOGsに関す
るil'I穀を収梨し、 わかり
やすい冊子「かながわ
SDGsぽるぷJJを作
成只民のも様にSDGsの
周知と理解を深めていた
だきます。

〇詈
の普及 ・ 教

上記の活動に加え、 SDGs
フォ ー ラムの開催やアド
パイザー派遠など、 多様
な角度からsocsの昔及啓
発に取り組んでいます。

SOGsの達成には、 企業、 自治体、 市民社会などあらゆるステークホルダーの参画と協力
が不可欠です。私たちは、 SOGsの理解促進と実践的な活動の場を提供することで、 持続可

能な社会の実現に貢献していきます。

0 

お笥砕に91相綜ください

ご連絡お待ちし
ております。
神奈川工科大学工学教育研究推進
機構・地域連携・貢献センター
〒243•0292 神奈川熙厚木市下荻野1030

C, 046-291-3212（直通）

CD chiiki·koken@mlst.kanagawa-it.ac.jp
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